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プルトニウム燃焼高温ガス炉の安全性を評価するために、減圧事故時及び減圧事故時に原子炉スクラムが

失敗する事象について原子炉温度挙動・再臨界挙動の解析を行った。 
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1. 緒言 

プルトニウム燃焼高温ガス炉は、核拡散抵抗性を向上させるためにイットリウム化合物（YSZ）を母材

とした燃料を用いていること、プルトニウムを十分燃焼させるため燃料交換バッチ数を大きくしているこ

とから、ウラン燃料を用いた既往炉心（GTHTR300
[1]）に比べて炉心が大きくなっている。そのため、熱伝

導・輻射による自然冷却に期待している減圧事故時には除熱性能が低下し、燃料温度が高くなる懸念があ

った。 

2. 解析評価 

2-1. 減圧事故時の原子炉温度挙動解析 

TAC-NC を用いて、減圧事故時の原子炉温度挙動解析を

行った。自然放熱による受動的な冷却によって燃料温度制

限（1600℃）を満足するためには、原子炉出力を 350～

420MW程度に制限する必要があることが分かった（図-1）。 

2-2. 減圧事故+スクラム失敗の再臨界挙動解析 

減圧事故時に原子炉スクラムが失敗する事象に対して、

TAC-BOOST を用いて原子炉動特性解析を行った。制御棒

を挿入しなくても未臨界となること、ウラン炉心に比べて、

その後の再臨界時刻は遅くなること、動特性挙動は緩慢に

なることが分かった（図-2）。 

3. 結論 

減圧事故時に自然冷却により燃料温度制限を満足するた

めには、原子炉出力を低くする必要があることが分かった。

また、スクラム失敗時にはウラン燃料を用いた原子炉に比

べて再臨界時刻は遅くなり、運転員の対応等の時間余

裕が大きくなる傾向であることが分かった。 
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図-1  減圧事故時の原子炉温度挙動 

図-2  減圧事故+スクラム失敗時の再臨界挙動 
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